
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

発行：秋田市立新屋図書館 

秋田市新屋大川町12－26  ☎ 018－828－4215 

https://www.city.akita.lg.jp/kurashi/shakai-shogai/1008469/1008848 

立入制限を行っています（１０月～１２月までの３か月間） 

空調設備改修工事に伴い、10 月 1 日（金）から立入制限を行っています。 
通常再開は令和 4 年 1 月 5 日（水）の予定です。 
利用者の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力をよろしくお願い
いたします。 

１１／１５（月）～１１／３０（火） 特別整理期間につき休館 
１２／２９（水）～ １／４ （火） 年末年始につき休館 

 12 月 1 日から 12 月末までは、研修室の臨時カウンターにて 
貸出・返却などを行います 

 開館時間や休館日に変更はありません 

 おはなしのしずくのおはなし会は 10 月から 12 月の間は中止となります 

 倉庫棟照明設備の更新工事もこの期間に併せて実施します 
 

次のページにも立入制限のお知らせがあります。 



立入制限期間中は新屋図書館にイソップ号が特別巡回します。 

【利用の際の注意】  
 イソップ号の本は新屋図書館カウンターではなく、直接車内で貸出しの

手続きをしてください。  
 イソップ号の本は貸出し日の翌日から「読書の記録帳」へ記帳できます。 

１０月のイソップ号特別巡回のお知らせ 

 
図書館で所蔵しているマンガやマンガに関係のある本を 

一挙に集めて展示中！ 

秋田の作家・秋田が舞台の作品もあります。 

読書の秋はマンガで決まり！ 
 

場所：本館渡り廊下 

期間：令和 3 年 10 月 24 日（日）まで 

秋のブックフェア「図書館でマンガを読もう！」 

秋田に縁
ゆかり

あり！島田雅彦氏資料展示 
 

作家の島田雅彦氏は、秋田市立御所野学院の校歌を作詞されています。 

そんな秋田と意外な 縁
ゆかり

のある島田氏の作品を集めました。 
 

場所：本館渡り廊下 

期間：令和３年 10 月 12 日（火）～ 31 日（日） 



 
 
 
 
 
 

８ミリフィルムの旅 極私的秋田の日常 
秋田８ミリフィルム・アンソロジー運営委員会／著 
同発行  請求記号 Ａ７７８．７  （ 記録映像 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勝平得之 創作版画の世界 
加藤 隆子／著 
秋田魁新報社  請求記号 Ａ７３２．１  （ 秋田の版画 ） 
 
秋田を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沢登り 
山と溪谷社／編 
同発行  請求記号 ７８６．１  （ 登山 ） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

えんそくねこねこ 
長野 ヒデ子／作・絵 
ひさかたチャイルド  請求記号  Ｅナ （  絵本 ） ※３歳ころから 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 今日は、１２匹のこねこちゃんたちの遠足の日。お弁当を持って元気

に出発！川を越えてどんどん歩き、お山のてっぺんに到着すると、向こ

うから誰かやって来ましたよ。童謡『いとまき』の節で歌いながら、楽

しく読める絵本です。 

新 刊 案 内 
 

 旧黄金井酒造に眠っていた８ミリフィルム。秋田公立美術大学が映写

機を調達して６０年ぶりに上映したことをきっかけに、県内のフィルム

を収集し記録するプロジェクトが始まりました。そこには極私的なもの

でありながら笑みがこぼれ胸が熱くなる映像がつまっていたのです。 

 沢登りには登山の高い技術が求められますが、初心者向けのＱ＆Ａか

ら必要な装備や歩行技術、遡行図の書き方、レスキュー方法までを網羅

することで初心者から上級者まで使える本となっています。 

 また、ルートカタログは読む人の冒険心をくすぐることでしょう。 

秋田を代表する版画家勝平得之、今年(２０２１年)は没後５０周年の

年です。本書は秋田魁新報に連載された記事をまとめたもので、赤れん

が郷土館の学芸員が著者となっています。ふるさと秋田の自然や風俗の

素晴らしさを得之の版画から再発見してみませんか？ 



 

新屋は、醸造の街。 

新屋図書館には、酒の 

資料コーナーがあります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
  
 
 
  
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今、あなたへ ･･･空腹は最高のスパイス… 

図書館員のひとりごと 

 以前、県外にいたころ、秋になると近所じゅ

うからいい香りが漂ってくるので「いったいな

んの匂いだろう？」と思っていたところ、近所

の家のほとんどが庭にキンモクセイを植えてい

た…ということがありました。 
 調べてみると、キンモクセイは寒さにそれほ

ど強くはなく、東北ではあまりなじみのない庭

木のようです。たしかにいま住んでいる近辺で

も、まったくといっていいほど見かけることが

ないような気がします。 
この時期になると、ときどきあの香りを思い

出し、「キンモクセイのない秋はちょっとさみ

しいなあ…」と思ってしまいます。 （鎌田） 

 今月号の上記のコラムで新米の話題が出てい

ますが、秋はどうしてこんなに食べ物が美味し

いのでしょう。 

 年に一度の健康診断があり、周りからはダイ

エットしないと！という声が聞こえてきます

が、秋の味覚を食べないなんて勿体ない！ 

 食べたいものを食べずにダイエットして健康

診断にひっかかってしまったら･････。いっそ

１０月は暴飲暴食月間と割り切って、もし悪い

数値が出たら暴飲暴食をやめればＯＫ、良い数

値が出たらこんなに食べても大丈夫と安心でき

る！なーんて、絶対に誰にもお薦めできない人

体実験をしています。       （大石） 

 甘酒は栄養豊富なお酒で「飲む点滴」とも言われています。ブ

ドウ糖には疲労回復の効果があり、ビタミンＢ群の中の葉酸は赤

血球をつくり、オリゴ糖には整腸作用があるので便秘で悩んでい

る人におすすめのお酒です。ですが飲み過ぎにはご注意。適量は

１日１杯（１５０ミリリットル）で朝食や運動後に飲むのが効果

的のようです。 

 甘酒は寒い時期に身体を温めるために飲むものという印象が強

いですが、１年中楽しめるお酒と言えますね。 

 新米の季節がやってきました。炊飯器を開けたときに立ち昇る湯気、そし

て炊き立てごはんの良い香り…たまりません。特に新米で握ったおにぎりは

格別です！ 

『にっぽんのおにぎり』（白央 篤司／著、理論社）では、４７都道府県

のおにぎりが紹介されています。新米だったらシンプルに塩おにぎり？でも

筋子のおにぎりも捨てがたい…。気になるおにぎりを、ぜひ作ってみてくだ

さい。 

 米と言えば、丼ものも良いですね。牛丼、カツ丼、親子丼、海鮮丼…こう

して思い浮かべると、どれも食べたくなってきます。 

 『お～い、丼 満腹どんぶりアンソロジー』（ちくま文庫編集部／編、筑

摩書房）には、作家・著名人のエッセイ５０篇が収録されています。“丼”

への熱い想いが詰まった１冊は、おなかが空くこと間違いなしでしょう。 

記事になったお酒の話題あれこれ ･･･疲れた身体に甘酒を･･･ 

 

【参考資料】 
朝日新聞 

２０２１年９月１１日掲載 


